
　多様化する行政ニーズに対して、スピード
感を持ちながら柔軟に対応できる合理的な組
織体制を構築し、行政サービスの向上及び効
率化を図るため、５年４月に行政組織を改編
することに伴い、関係条例を改正する。
問　総合政策部分割の狙い、市民課移管の狙
い、水道課と下水道課の統合の狙いを伺う。
　また、「市長官房」設置や文化財保護担当
と観光交流担当の統合についての考えを伺う。
答　重要課題への取組を推進するため、マネ
ジメントが働く規模を勘案して総合政策部と
市民生活部の２部を経営企画部、総務部、生
活経済部の３部に分け、市民課を総務部へ移
管する。
　水道課と下水道課の統合は、土木技師の計
画的な人材育成や有効活用を目的とする。既
に市長の意思が反映できる組織体制であり、
市長官房の必要性はない。文化財保護担当と
観光交流担当の統合は、各組織の特性や専門
性を踏まえ、現行の体制とする。

　
　新たに南第三児童クラブを設置するため、
条例を改正する。
問　南小学校の５年度における学童保育所の
利用児童数の見込みは。また、待機児童は発
生するか。
答　５年度の入所申込は、11月に第一次受付
を終了しており、南小学校の申込数は171名
となっている。南第三児童クラブが開所した
ことに伴う定員は、160名となっており、弾
力化運用による受入れ可能児童数は213人と
なることから、一次申込者は受け入れること
が可能である。
問　市内全体の課題として次に学童保育所を
新設する必要性があるのか、あるとすればど
こか。
答　５年度の一次受付の結果、白岡東小学校

で待機児童が発生する見込みである。教育委
員会、学校等と相談し、順次整備を進めてい
きたい。

　道路位置指定処分不存在確認等請求事件の
判決に対する控訴が提起され、控訴状を収受
したことに伴い、歳入歳出それぞれ131万２
千円を追加した。
問　市道化は問題解決の有効な手立てでは。
市が仲介役となり関係者の話し合いで解決す
べきでは。訴訟による勝ち負けではなく、話
し合いと痛み分けで解決すべきでは。
答　市道化については、市所有地が民地で分
断されているため現状では困難である。また、
関係者の話し合いについては、現在、市と原
告は裁判で係争中の関係にあり、直接働き掛
けることは難しい状況である。しかし、問題
解決に向けて努力していく。
■反対討論■
　現在のすべての関係者が被害者である以上、
痛み分けによる解決以外に終局的な解決は望
めず、このまま訴訟を追行することは火に油
を注ぎ、問題解決をさらに遠ざけかねない。
したがって、専決処分は承認できない。

　学童保育所の管理運営をシダックス大新東
ヒューマンサービス株式会社に行わせる。
問　同社を引き続き、指定管理者として指定
するに至った理由は、どのようなことか。　
答　選定理由はいくつかあるが、大きくは職
員体制の充実である。現場をサポートする運
営支援担当者制度が導入されており、現場ス
タッフの指導・管理方法、人員不足時の補充
体制が整っている。
　また、これまでの実績においても子どもた
ちが学童保育所で充実して過ごせていること
から、引き続きお願いすることとなった。

●11月30日　文教厚生常任委員会において参
考人の委員会出席要請について審査

　紹介議員より埼玉有志子どもの笑顔を守る
会代表を参考人として委員会に出席要請した
い旨の申し出があり、審査された。
　⇒否決
●12月７日　文教厚生常任委員会審査
　「一部採択」の動議（1.②｢教育機関等に
おけるマスクの着用については選択制とし、｣
を除いた部分を採択とする動議）が出される。
【趣旨説明】
　マスク着用の選択制について、選択制の言
葉が少し曖昧という点がひっかかっている。
マスクが“体質的にも精神的にも着用できな
い子どもたち”の選択制であれば賛成できる
が、“すべての子どもたち”にと解釈してし
まうと賛成できない。そこで、1.②の「教育
機関等におけるマスクの着用については選択
制とし、」というところは削除して、請願を
一部採択とする。
※以下、動議に対しての質疑より

問　請願でいうマスク着用の選択制とは、マ
スクをつけることで身体的精神的に支障をき
たす児童生徒に選択の自由を保障しようとい
うものである。マスク着用の選択制とは、着
用しなくてもよいというものではないと理解
している。この請願は、マスク着用を自由に
するとは読めないと思うが、いかがか。
答　（動議の提出者）マスク着用も選択制と
なるとマスクの着用がフリーであると捉えら
れてしまうおそれがある。誤解を招くような
文言表現は必要ないと思う。
　⇒賛成多数で「一部採択」
●12月14日　本会議審議
【原案の賛成討論】一部採択を含め賛成であ
る。今回の請願は、新しいルールが作られな
いまま、子供たちの成長期における柔らかい
頭脳への３年間にわたる影響を検証すること
もない規制継続に悲鳴を上げる保護者の皆さ
んの請願である。大人もメリハリのあるマス
ク着用を行うべきである。
　⇒全会一致で「一部採択」
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　教育機関等（小学校、中学校及び幼稚園並びに保育園）におけるコロナ感染症対策が子どもの
人権侵害になることのないよう請願が提出されました。文教厚生常任委員会に
おける審査経緯、結果などについてご報告いたします。

1.児童生徒のマスク着用の選択制
①教育機関等は、身体的、精神的又は発達上の理由によりマスクを着用できない児童生徒が
いること、及び、常時マスクを着用することに対し不安、不快又は不調を感じ、それによ
り学校生活に支障を来している児童生徒がいることを、児童生徒及びその保護者に対し周
知すること。

②教育機関等におけるマスクの着用については選択制とし、教育機関等は、教員並びに児童
生徒及びその保護者が、互いの意思を尊重しあえるよう周知をすること。

③市（教育委員会を含む。）は、①及び②の事項を各教育機関等に通知するとともに、保護
者に対しても、児童生徒本人の意に反してマスクの着脱を無理強いすることがないよう、
丁寧な周知徹底をすること。
２.児童生徒に対する黙食指導の撤廃
　各教育機関等は、学校給食法において学校給食が「明るい社交性及び協同の精神を養うこ
と」を目標をしていることを踏まえ、文部科学省の衛生管理マニュアルに記載のない過度の
感染症対策により、｢子どもの最善の利益｣を損なうことのないよう、給食時には自由に会話
ができるよう黙食の指導は控えること。
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市行政組織の改編に伴う
関係条例の整備に関する条例

可
決

議案
第 75号

市内の教育機関等におけるマスク着用の選択制及び黙食指導の撤廃に関する請願一
部
採
択

請願
第１号

一般会計補正予算(第8号)
(専決処分)

承
認

議案
第 82号

市学童保育所の
指定管理者の指定

可
決

議案
第 85号

市学童保育所条例の
一部改正

可
決

議案
第 80号

請願者　埼玉有志子どもの笑顔を守る会　白岡市代表　石川優美　外3名
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